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自
己
の
個
人
情
報
に
対
す
る
保
護
意
識

の
高
ま
り
な
ど
を
考
慮
し
、
10
月
1
日
か

ら
、
農
業
委
員
会
に
て
取
り
扱
う
証
明
や

許
可
書
の
交
付
に
つ
い
て
、
ご
本
人
（
同

一
世
帯
員
）
以
外
の
方
が
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
、
委
任
状
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
お
手
数
を
か
け
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
制
度

　

意
欲
あ
る
農
業
者
が
、
自
ら
の
経
営

を
計
画
的
に
改
善
す
る
た
め
に
作
成
す
る

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
市
町
村
が
認

定
し
、
そ
の
計
画
達
成
に
向
け
た
取
組
を

関
係
機
関
・
団
体
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
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政
策
の
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中
化
・
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点
化

　

新
た
に
定
め
ら
れ
た
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
で
は
、
今
後
、
認
定
農

業
者
と
一
定
の
集
落
営
農
組
織
に
対
し
、

制
度
資
金
や
農
地
流
動
化
対
策
、
担
い
手

を
支
援
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
事
業
な
ど

の
各
種
政
策
を
、
集
中
的
・
重
点
的
に
支

援
す
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。　

●
組
織
化
の
準
備

　

現
在
、
田
原
市
で
は
、
認
定
農
業
者
間

の
相
互
研
さ
ん
や
、
情
報
交
換
な
ど
を
目

的
と
し
た
組
織
化
を
考
え
て
お
り
、
各
地

域
の
認
定
農
業
者
の
代
表
を
交
え
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
い
た

申
請
書
を
基
に
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

調
整
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
申
請
書
の
配

布
・
提
出
の
方
法
を
郵
送
で
行
う
よ
う
に

変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

提
出
は
１
月
10
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

期
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
届
く
よ
う
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
標
準
小
作
料
（
10
ア
ー
ル
当

た
り
）
は
、
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
さ
れ
る
場
合

は
、
こ
の
標
準

額
を
目
安
に
貸

し
手
・
借
り
手

で
話
し
合
い
、

そ
の
農
地
に
適

し
た
額
を
決
め

て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
選
任
委
員
の
交
替
に
伴
い
、
中な

か

神が
み

享き
ょ
う

三ぞ
う

委
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
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遊
休
農
地
の
解
消
・
防
止
の
た
め
に

認
定
農
業
者
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

証
明
・
許
可
書
の
交
付
な
ど
の
見
直
し

標
準
小
作
料

　

お　

し　

ら　

せ

登
録
申
請
は
お
忘
れ
な
く

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

農地の区分 小作料の標準額（年額）

田 15, ０００円

畑 18, ０００円

※平成 16年３月１日施行
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● 認定農業者認定の対象と基準

意欲のある人は認定の対象となります

●● 個人（男女は問わず）だけでなく法人も対象
● 新規就農をめざす非農家や兼業農家も対象
● 農地を持たない畜産や施設園芸なども対象
● 共同経営を行う夫婦なども対象（家族経営協定などの取り決めが必要）など

対 象

3つの基準

● 市町村の基本構想に照らして適切か
● 達成できる計画かどうか
● 農用地の効率的・総合的利用に配慮したものか

基 準

認 定認 定

● 農業委員会による農用地の利用集積の支援
● 税制上の特例（割増償却制度など）
● 農林漁業金融公庫などからの融資の配慮
● 経営相談、経営分析、認定農業者どうしの交流の支援など
● 経営管理能力向上に向けた講習会の開催
● 経営改善に有益な情報の提供


